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韓国における

日韓協カ地殻熱流量調査に参カ回して

はじぬに

筆者は昨隼ヱ0月末から五朋末蜜での約2ヵ月間韓国に

出張し地殻熱流量調査に参加した曲以下その調査の意

義調査串の雑感な妊をつづること紀する目この調査

はも&もと韓園地質調査所奉正燦所長およぴ岡所探鉱

部金元肺部長を鷺本側では東京大学理学部竹内均教授

と地質調査所物襲擢査部早川正巳部畏らのじんカで

話秘臭体化して実現したもので海殊技衛協カ事業団の

事業として敢堕上げられ花岳資本からは串央大学の小

林直太教授と東京大学の竹内研究室の水谷仁茂および筆

者淋参加し韓国側から韓国地質調査所の張定鎮1拳千

薫および菱竜世の纂氏秘参加した｡意外なことにこの

ような爾園の協同の禽然科学の分野の学術調査は爾国

の園交がはじ漢って以来今圃かはじめてのケｰスとのこ

とで鉦り花珀思えば爾園の不幸な関係秘清算書れ正

常な国爽赫はむ塞っ淀のもごく最近のことでありこれ

ももっともなこをなのかもしれない帖あもあれその

よ簑な薯情から韓国側からも多くの関係の人から注簿を

うけおかげで暖い協カも免ら牝共に愉快紀仕事淋で

きた自

馬場健ξ

知っているこ些で鉦る由そしヤこのような温度勾配の

緕果地球内部から地表方肉に熱丑ネルギｰの流れが起

こっているわけで齢る.その盤は砦有の熱伝導率をk

遂丁

とすれぱQ(熱流量)コｰ娃πで表わされる串

磁丁

ここで■τは地温の深さ方向の勾配である･ζれは

もちろん熱エネルギｰの流れ邦伝導だけによることを考

えているのであり地下水などのものの移動カミおこって

いる&ζろでは成立しない関係である由従ってある地

域の地混勾配を知りその岩看の熱伝導率をみつもるこ

とがで意ればその地蛾の地殻の熱流量を決定できる佳

地濃勾配を瀬淀するためぽは地下深くに逮する穴が必

要であり石沸1天然ガスその繊有用鉱床などの開発の

ためほられる穴秘利周される｡一方岩石のk虹ついて

は実際岩看をサンプジングして実験室内で測定を行なっ

たりあるいは蜜液その場で測定してきめる由

地殻熱流量の潮定は陸上における上記のような穴を利

用して行なうほかぽ海洋底から海水に肉かっての熱の流

れにっいても現在行なわれている｡これは船上から海

底虹温度計をさし込み微小な混度勾配を測窟し一方そ

の揚であるいはサンプリングを行ない実験窒内で底を

なしている地層の熱伝導率をきめ筑の式ぽもとづき地殻

熱瀦量を算脱するのである甜

わが園およぴ逝海における上記の地殻熱流鐙の測定は

東京大学の上閏誠也教授らを申心紀遊年行なわれ輝や

かしい成果を上げており第至図はその結果であるが

撃逓鰯鐙(繍)を繊搬蜘嚇猷搬(餓麟)

簑者研疑の宥鮒ま金蒲雛餓媛就櫛て蔓喝⑳は繋瀧微既

その左側1凄

繊下綴麓渕麓串綴嬢鮒凌淡一薫猟夢磯燭

虚彗嚢し及夢泳欝遜拳苧瀦賎籏麓嬢疑醗筑の浬もと年深い派.
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鰯養嫌矧峨ヱの禽鋤箪で狩樽だ勤労的繊螂めき篶て鷲鮒滋澄鑓ん

で行櫛た梯途中瀞こ道路幡がせ蜜くな導餓瀦蜜麟念劣胸鞍擬｡付

近の村人が見物し珊'る.

めぎす鉱泌への滋蜜繋蕨欝傭幻爽鱗(藍1貴篶以を剃糺);晩

ず毒鵬こともし漆し感あり爽.ここでも轡界人は触･へん移し

があれ定.艦蟹親切な葉肉がつけられた.�
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第3騨雛園の鋤幾鶏流鐙

公布賞珪慧.似拠冊竈｡誠

/鰍題/s前以上L玉,蝋

郷㎜奮以下Mはその寧閲

濃度蜜添す点線で爺し恕

麦参1ζ商いとこる襟

溺跳㍑鰍･と蝸韓鰯はおける勢鰯⑳鯛

舳つ駆分で惑乱蟹緒銀

今岡の調査の結果韓圏内で豆2劣所の地殻熱流蟹を薄

めることができ花硅その概略を篤3図虹彩鎗豚花苗

図中ギ蜘としるし淀のはほぽ全棋界の平均酌償滋婦修

もの｢山はそれより幾分高いもの｢軸はそ勅漢

り低いものを表わす｡

貸本海側に薗した韓禺の南端部が若干高い値を篶め淡

のみである亜属本海における高熱流量の原鰯をしては

究海のべた説明とは別1軸漆海が案は大陸の一部であり

放射性物質を多く含ん想地層秘厚いとζるなの総当する

ζおもい免そ蚤遜あ蕃唖

ζの考免と苑の呼ントル対流下降の影響畿の纂つの対

並する説明の書め事の一つ秘今国の韓国熔潟ける調査

でえられたと考えること秘で慈る､

韓国虹潟ける熱流量分布淋半島のごく東繭部を除いて

は高い値を示さないこ&は両説のうちマントル対流説

の方に好都合である.資本海の高熱流量を地殻茄厚い

慧あ紀原因をもぷめればあ慧らか収それぽつながる地

殻の厚い韓国も当然岡じよ多紀高い値を示すはずである曲

亨ントルの下降流は淀んだん酉に行く紀つれ深くなり

あるところで行藷血漢り1ζなる.そしてそれより酒側

紀韓團添ありもはやここではマントル下降流の影響が

みられない両行慧止蜜りになる深さは約700炎狐位で

しここでもそれが上は上って

くる.しかしその発塗場所撚

かなり深いので地表熔火ゆ観

象をもだらすまで1副護護鰺ない苦

いずれにせよこの花ぬ淑鋤※

貝本海ぽ高い熱流盤塗愁施塗栽

こと紀なる茗この畿萄な誇党

を慈ら虹確かめる施め1軸簿

添海の酒側すなわち韓禺の地殻

熱流量を調べる大蓬な意義があ

るをいえ次夢串

ぱさら紀確実な釦識がえられよう､一方まだ日本付近

では挑は平島1アリ孤一シ帝ンからアラ渓勿繭は沸綴

脅溝ヌ対リビ汐鮎晩る弟一夢はいわゆ蕃鎌大梁洋

遺鱒瀞の閥懸の解鯛紀次くζ肋蹄湊ないもので齢る岳

帝の淀洲跳慧杓蔭の地域での観測然望凄加てならない.

請いごは

燦滅大学の水谷蔑担築脅は夏鯛慧蝸ソ貴ル絃兜溝じた.

小林教授は大学恐⑳講義⑳都合で開発秘遅棚蝸熔なり

で霧騰慧舵溶そ篶てエ朗総蟻の帰国漢での閥熔挑は

薙減転地瀞⑭斑幻⑳ごく逝くか蟻繭端漢で翼稼韓国

較府⑳蔑配不経齢蕃串島内金域を鎌狩松花芯ぷ紀なる彗

筆澄じで鉱醐蜜繭松老⑳数は鱗～就傲熔な蕃抽鉱凶の

穣類骸汐滋矛イ熔欝み鉄鉱凶あ珍金吻あ抄炭閏

あ算羅⑳磁も澄もる批功調釆湾蕗っ施むそ⑳規模

も炎狐蜜繁ぎ護であり花由錦霧次大戦後の韓園独並後

は岱ぬで鰯発窒杓施盗資な新い嚇ぬも滋顯花む戦繭

簿本入秘発屍し鰯籍熔溝薬杉施紬巧と忍るも彪欄潅曲

い戎芯でも諦常な好意を欝顯て迎蒐ら牝花珀鉱泌の技

術謝副鯛漆で勉強じ花次愁夢く清んな人紀胸会夢と

暫く濁奉1菰行りでい彪時の誘蜜闘くの愁秘共の従寮の一

顯であり花串一般展衆の盤潜縁締はり蜜想護想動靴の

破簸1打撃の繊唖薔しいも肋蛎るぷ資熔感膨淀由

肋叱治寮繭な狡は蜜慧あ1はく茸)杓ねれも何⑳琢安

愁なく何察もなく園のすみ労み漢で旅狩で藩愁苛

入情1習慣な澄芯の禺詮類似⑳もの秘鍬瀬本⑳濁状

はそ⑳慈蜜ざ漢な爾淋やは堕韓園の人海⑳}吻⑳属擦

熔な唱てい駅は坤く購本に遺いつζう詮い夢奮薬が

しぱしば闘がれる苗北朝鱒あ不騎の対宜下紀あって

きん張した毎膚を送る韓国の人冷はまた券常ぽ勤勉な

買膚を送りていると屍受け花白工業面などについても

わが国のレベルに達するのもそんなに遠くはないとの

感じがし花山

韓圏はわが團にとっては地理的ぽ最も近い園でありな

がら他面では蜜想遠い国といわれている.これは全く

お亙いの不幸というの他ない.その意味で今回のよう

な共同察薬は彼我の科学者1技術者の相亙理解を深める

に大きなプラスであり今後もこの穣の仕事か両国間に

ドンドン増して行くのを祈って止塞ない.

李所畏をはむめ今回われわれが接した韓国の人々も今

後の爾国の交流が漢すますさかんになることについて非

常な熱意をもっていることを知りこれはとりわけ嬉し

いことで勘った占今回の調査緕果についての綱い検討

は現裡われわれと韓国側とでそれぞれ行なっておりい

ずれ意屍の交換も行なうこと熔なっている.､これまた

楽しみの一つである.(筆者は物理探査部)�




